
常
勤
に

1
敦
す
る
か
ら
三
弾
性
軸
お
堂
標
軸
だ
す
る
結
晶
面
の
平
射
間
を
描
き
､
双
晶
軸
が
何
れ
の
両
極
だ

一
致
す

る
か
に
よ
っ
て
双
晶
の
種
強
は
直
ち
に
知
ら
れ
る
｡
只
光
軸
面
が
(
0
1
0
)

に

一
致
す
る
場
各
だ
(
1
0
0
)

に

1
致
す
る

場
倉
だ
を
湛
別
す
る
注
意
が
必
要
で
あ
る
｡

熊

本

嚇

阿

蘇

地

方

地

震

に

就

い
て

下

問

忠

夫

今
年

一
月
二
日
午
前

7
時
四
十
分
頃
中
部
以
北
の
九

州

完
W
に
可
な
-
の
祭
動
を
典

へ
た
地
農
が
起
っ
た
事

は
督
時
九
州
地
方
の
新
開
は
勿
論
'
大
阪
の
大
新
聞
に

も
掲
赦
さ
れ
た
の
で
､
地
撃
愛
好
の
士
の
記
憶
に
存
し

て
ゐ
る
轟
だ
息
ふ
｡
殊
に
そ
の
紀
事
が
少
し
袴
服
さ
れ

て
ゐ
た
の

で
中
に
は
徒
年
奥
丹
後
に
起

っ
た
峯
山
地
震

の
様
な
烈
震
で
は
あ
る
ま
い
か
ど
考

へ
吾
人
も
あ
つ
た

が
､
革
質
を
探
究
す
る
に
弧
霞
の
弱
い
果
皮
もこ
贋
す
る

も
の
ら
し
い
ど
の
都
で
あ
る
｡
震
源
地
は
大
憶
に
熊
本

の
粛
北
約
四
十
五
.
六
粁
に
昏
る
熊
本
順
阿
蘇
郡
北
小

ワ
イ
少

駒
村
の
南
方
涌

藍

川
の
西
南
麓
で
p
大
阿
蘇
の
外
輪
山

の
北
恵
の

1
地
鮎
で
あ
る
｡
而
し
て
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
の

熊
本
煤
阿
蘇
地
お
地
袋
に
就

い
て

外
壁
か
ら
北
方

へ
約
十
粁
内
外
の
地
域
で
あ
っ
た
}J
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

附
近
は

大
阿
蘇
ビ

九
重
火
山
農

ど
の
裾
倉
谷
に
常

も
'
荷
は
地
域
の
聞
方
に
は
尾
岳
､
城
平
出
等
の
火
山

群
が
聾
立
し
'
筑
後
川
の
上
流
で
あ
る
杖
立
川
及
び
其

支
流
が
地
域
内
を
北
流
し
'
嵩
年
山
､
亀
石
山
等
の
火

山
群
ビ
秤
迦
番
火
批
免
ど
の
間
を
過
ぎ
て
日
田
盆
地
に

流
れ
入
っ
て
ゐ
る
｡
地
質
は
殆
rŶJJ
前
記
緒
火
山
の
熔
岩

を
除
け
ば
阿
蘇
外
輪
山
を
構
成
す
る
爾
輝
石
安
山
岩
及

び
次
石
か
ら
成
っ
て
ゐ
て
､
前
記
杖
立
川
及
其
支
流
の

附
妃
に
溝
隈
寺
､
品
川
､
寺
尾
野
.
奴
留
毅
?
杖
立
等

の
放
免
が
湧
出
し
て
ゐ
る
｡
北
部
の
阿
蘇
火
口
原
即
ち

望

f

二
五



地

坪

節
十

丁
怨

阿
蘇
谷
の
内
牧
町
よ
-
外
輪
山
を
北
方
に
横
切
る
煤
道

節
大
鋸

望

]

±

六

は
本
地
域
に
入
り
亦
掲
坊
､
宮
原
を

経
て
枚
立
峠
を
蹄

え
で
H
m
町
に
至
る
が
､
概
し

て
此
地
方
は
交
通

上
甚
だ
不
便
な
朗
で
あ
る
｡
繭
は
震
源
地
47,絡
む

べ
き
地
域
は
正
常
分
の

1
宮
原
同
幅
の
中

に示
さ

れ
て
ゐ
る
か
ら
以
下
同
園
幅
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

先
つ
筆
者
は
該
地
震
後
熊
本
､
涌
岡
及
大
分
調

伏
所
に
放
け
る
地
震
観
測
の
開
銀
を
基
め
て
見
た

が
大
磯
左
の
政
で
あ
る
｡

一
､
熊
本
測
候
所
観
測
概
況

(
五

〇
倍
大
森
式

水
平
微
動
計
)

凝
旗
時
刻
､
昭
利
四
年

一
月
二
日
年
前

一
時

四
十
分
十
二
｡五
秒

蚤

振

動

時

間

､
通

分

一
四

夫

砂

初
期
微
動
経
縛

時
間
'
六
｡
五
秒

′
初
動
の
方
向

縦
波

W
80
"
I"

S
12
0
.t富
Y

株
波

E
8
0
3こ
EZy
S
1470
-蕾

'

但
し
縦
波
の
初
は
突
旦

P
ush)で
あ
っ
た
｡

振
動
周
期
､

㌻
六
秒



振
動
の
性
質
は
親
展
の
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
が
概

し
て
精
急
激
で
あ
っ
た
ら
し
い
｡

以
上
に
偽
っ
て
震
源
距
離
を
求
め
て
見
る
}J
衣
の
様
で

あ

る

07

A
2×
6
.

5-
48.2.

沖
謝
匝
邦
r.
帝
か

0

7･4
4
×

6.5-
4
8
･3,

4
,考
坪
刃

口
帝
か

o

即
ち
熊
本
測
候
所
よ
り
耽
々
兼
四
八
肝
だ
成
る
.

荷
は
同
測
侠
所
の
其
後
に
伊
る
観
測
の
結
果
で
は
鎗

震
回
数
が
皆
目
は
三
二
回
.
三
日
は
九
回
'
四
日
は

一

〇
回
を
算
し
た
だ
云
ふ
｡

二
､
滴
岡
測
棟
所
観
測
概
況

報
麓
時
刻
p
旧
都
四
年

]
月
二
日
午
前

1
時
四
十

分
十
八
秒

初
期
微
動
経
頂
時
間
､
九
秒
五

初
動
の
方
向
は
不
明

澱
大
振
幅
､
酉

へ
〇
･二
五
粍
(
過
期
〇
･八
秒
)

北

へ
○
｡三
〇
四
粍
(
週
期
○
｡九
秒
)

振
動
の
性
質
､
人
身
戚
魔
は
徴
で
あ
っ
て
性
質
は

和
恵
で
あ
っ
た
｡

熊
本
牒
阿
蘇
地
方
地
歴
に
就

い
て

以
上
は
甚

だ簡
単
な
材
料
で
あ
る
が
此
よ
-
震
源
距
離

を
求
め
て

見る
ゼ
七
〇
･五
乃
至
七
〇
｡七
粁
ど
な
る
｡

方
向
は
殆
ど
南
北
で
あ
る
｡

三
､
大
分
測
候
所
観
測
概
況

敬
震
時
刻
'
昭
和
四
年

一
月
二
日
午
前

一
時
四
十

分
十
六
秒
二

初
期
微
動
経
檀
時
間
､

l
O
砂
三

初
動
方
向
､
栗
岡

最
大
振
幅
､

l
二

一
五
主

｡
ン

振
動
周
期
､

㌻

二
秒

着
に
よ
･Jl
寵
姫
距
離
は
七
六
･四
乃
至
七
六
エ
ハ
粁
西
方

で
あ
る
事
が
大
略
知
ら
れ
る
｡

即
ち
震
源
は
熊
本
よ
り
北
々
兼

へ
四
八

･
二
乃
至
四

八
二
二
粁
'
稲
岡
よ
り
は
七
〇
･五
乃
至
七
〇

･
七
粁
及

び
大
分
よ
I
.は
七
六
･四
乃
至
七
六
･六
粁
の
地
下
の
或

地
鮎
で
あ
ら

う
.
勿
論
震
源
が
精
密
に
此
魔
に
想
定
す

る
鮎
で
は
あ

る
ま
い
が
'
此
を
震
源
上
の

一
瓢
亡
者

へ

れ
ば
満
兜
無
意
義
な
轟
で
も
あ
る
ま
い
ど
E
･;
ふ
て
更
に

諭
旨
を
進
め
る
｡

空

き

二
七



地

域

節
十

f
食

故
大
森
博
士
が
骨
っ
て
利
板
川
附
近
に
起
っ
た
地
定

に
就
い
て
殿
衷
せ
ら
れ
た
方
法
に
倣
っ
て
同
地
方
の
二

十
常
分

1
静
間
岡
上
に
大
分
二
相
聞
及
熊
本
の
各
観
測

所
を
中
心
ビ
し
て
典

へ
ら
れ
た
震
源
距
離
を
車
種
･fJ
L

で
弧
を
描
き
'
三
孤
の
交
鮎
を
結
び
付
け
た
三
角
形
の

釆
心
を
求
め
る
kj
此
の
鮎
は
略
前
紀
尾
ノ岳

の
両
級
北

五
-
六
粁
の
地
瓢
に
常
る
革
ど
な
る
｡
此
を
恩
典
だ
す

れ
ば
後
に
述

べ
る
所
の
現
地
に
就
い
て
の
震
央
ビ
認
め

得
る
地
域
だ
六
-
七
粁
の
誤
差
を
亜
や
る
革
に
な
る
が

此
は
地
震
波
の
悌
播
し
水
た
る
地
殻
に
就
い
て
の
珊
論

地
質
撃
的
研
究
の
不
十
分
な
る
革
だ
.
各
測
候
所
備
付

け

の
地
震
計
の
正
確
さ
の
如
何
.
或
は
観
測
上
の
人
的

誤
差
等
か
ら
十
粁
以
内
の
不

1
敦
は
許
さ
れ
る
性
質
の

も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ど
皿
ふ
｡

筆
者
は
該
地
域
附
近
の
小
輩
枚
に
封
t
各
校
所
在
地

附
近
の
被
害
状
況
に
就
い
て
の
報
告
を
求
め
た
｡
此
等

の
報
葺
だ
慣
際
に
地
震
直
後
だ
十
数
日
後
ど
の
二
回
に

亘
る
熊
本
測
候
所
長
音
木
技
師
及
同
所
日
洩
技
手
等
の

現
地
朋
億
に
依
る
結
果
に
就
き
筆
者
が
直
接
同
氏
等
よ

解
大
磯

空

相

二
八

-
聴
取
し
た
事
寛
か
ら
罷
免
或
は
題
蔑
視
に
就
い
て
次

に
述

べ
る
｡
汲
め
断
っ
て
置
き
庇
い
の
は
輩
者
は
自
己

の
勤
務
上
の
郡
谷
で
未
だ
十
分
な
現
地
踏
査
砂
行
っ
て

ゐ
な
い
か
ら
或
は
弼
断
に
陥
る
か
も
知
れ
孤
か

ら
'
ほ

ん
の
橡
報
の
積

rin
で
本
文
を
革
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら

此
鮎
は
御
前
東
を
乞
ふ
次
節
で
あ
る
｡

一
.
甫
小
固
相
亦
馬
場
附
近
､市
原
部
落
で
は
共
石
､

石
燈
惰
及
石
垣
等
の
噛
側
枝
壊
せ
る
も
の
多
-
.
大
鰻

に
於
い
て
兼
方
に
倒
潰
し
た
も
の
が
多
い
｡
附
近
の
山

地
に
は
小
規
模
の
川
崩
も
数
箇
所
に
起
っ
て
､
迫
路
上

に

玉
石
の
樽
落
し
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
｡

史

に
約

四
粁
南
方
の
梅
木
堂
附
近
で
は
A田
岡
の
中
に
箱

裂
を
生

じ
p
且
つ
道
路
上
に
も
略
南
北
向
の
幅

.I
寸
乃
至
五
寸

長
さ
十
数
間
に
及
ぶ
亀
裂
の
布
衣
を
見
る
し
､
又
川
際

の
人
家

一
月
崖
崩
の
為
に
単
機
状
態
ど
な
っ
て
ゐ
る
も

の
を
離
め
ら
れ
た
ど
の
報
骨
に
接
し
て
ゐ
る
｡
而
し
て

同
地
附
鑑
の
柱
時
計
は
殆
ど
停
止
し
､
電
燈
は
烈
し
-

罪
因
に
動
輯
L
t
且
つ
新
年
の
床
輔
の
栓
は
過
半
数
輯

落
し
た
ど
の
革
で
あ
っ
て
'
地
方
人
の
談
帝
に
依
れ
ば



莱
南
方
よ
-
地
鴨
を
聞
き
震
動
は
上
下
'
並
に
水
平
動

の
如
-
後
者
は
比
綾
的
緩
慢
に
南
北
に
轍
の
動
揺
の
横

で
あ
っ
た
･fJ
の
事
で
あ
る
が
最
夜
の
革
で
あ
っ
た
か
ら

粂
部
侶
す
る
に
足
る
ビ
云
ふ
わ
け
に
は
行
か
な
い
｡

二
.
同
相
満
臓
軍
靴
泉
附
近
､
前
記
赤
馬
場
の
尭
甫

二
粁
志
賀
瀬
川
の
支
流
に
滑
ふ
満
願
寺
泥
臭
場
で
は
地

恩
だ
共
に
泥
炭
の
皿
度
低
下
し
'
且
つ
白
濁
を
生
じ
J.

井
水
め
滴
れ
た
も
の
も
あ
る
L
t
荷
は
志
賀
瀬
川
滑
津

に
湧
関
す
る
免
の
中
に
は
却
っ
て
脱
皮
の
昇
っ
た
も
の

も
あ
る
笠
:N'
ふ
轟
で
あ
る
｡
概
し
て
岡
沢
苑
場
附
近
で

は
基
石
の
掛
倒
は
賭
し
-
そ
の
敗
酌
量
数
の
三
分
の
二

内
外
に
及
び
.
残
れ
る
も
の
も
大
牢
は
廻
樽
し
て
ゐ
る

ど
の
罫
で
あ
る
が
共
等
の
方
向
に
就
い
て
は
相
は
詳
細

な
報
皆
を
稗
ら
れ
無
か
っ
た
｡
質
勅
に
先
立
っ
て
光
北

方
か
ら
の
地
鳴
お
開
き
.
次
い
で
弧
い
水
軍
動
を
減
じ

だ
riJ
の
革
で
あ
る
が
.
こ
の
附
近
で
は
杜
時
計
の
振
子

は
殆
FF/J
停
止
し
L4
か
っ
た
f̂J
云
ふ
｡

三
㌧

同
村
黒
川

汎泉
'
前
記
満
願
寺
沢
泉
の
楽
方
丈

に二
四
肝
の
地
鮎
田

原川
の
上
流
にこ
沿
ふ
小
部
落
で
あ
る

熊
本
朕
阿
鵬
地
力
地
鰐
に
洗

い
tJ

那
.
地
震
だ
共
に
洞
泉
が
そ
の
湧
出
塵
を
親
分
か
増
し

た
外
は
殆
ざ
被
客
は
無
か
つ
化
が
.
柱
時
計
の
み
は
大

部
分
停
止
し
た
ど
の
報
に
接
し
た
｡

四
㌧
同
村
英
和
'
此
は
前
者
よ
-
二

｡
五
粁
南
方
の

阿
蘇
外
輪
山
の
北
龍
に
位
す
る
小
栗
群
で
此
の
地
で
も

殆
t.jJ
観
客
は
見
つ
か
ら
ぬ
が
'
地
嶋
は
確
か
に
聞
え
た

が
'
そ
の
方
向
も

.L
足
し
て
ゐ
な
い
し
p
震
動
は
上
下

及
水
平
甫
勅
で
和
恵
で
あ
っ
た
か
ら
柱
時
計
は
大
部
分

停
止
し
た
三
五
ふ
｡

五
'
北
小
机
村
営
原
町
､
苗
小
閑
赤
梅
場
の
北
方
約

二
粁
に
任
し
杖
立
川
の
上
流
志
賀
瀬
川
･,J
田
原
川
ど
の

各
流
貼
附
近
に
春
す
る
街
村
で
あ
る
｡
此
の
地
の
報
告

に
偽
れ
ば
基
石
'
石
燈
舘
等
の
稗
倒
は
多
少
あ
る
も
殆

ぎ
極
め
て
不
安
定
の
も
の
の
み
で
此
の
外
岩
石
の
輯
落

し
て
杉
樹
を
挫
折
し
た
も
の
等
は
多
少
見
受
け
ら
れ
る

も
崖
崩
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
.O
然
し
人
家
の
土
壁

に
は
多
少
の
剥
落
を
生
じ
､
柱
時
計

は
園
田
及
び
北
面

の
も
の
を
除
け
ば
大
部
分
停
止
し
た
笠
試
ふ
｡
又
宮
原

よ
-
約
二
粁
東
南
の
田
原
川
流
域
の
上
E
で
は
高
さ
人

望

奴

二
九



地

球

第
十

1
魯

尺
の
石
碑
が
約

一
寸
西
よ
･n
東
方

へ
石
蔓
の
上
を
移
動

し
て
ゐ
る
ビ
云
ふ
か
ら
酉
か
ら
衝
撃
を
受
け
た
も
の
ら

し
い
｡
荷
は
此
の

一
昔
の
震
動
に
は
上
下
及
水
平
共
に

相
常
摘
-
減
じ
ら
れ
た
笠

石
ふ
｡

六
'
同
村
北
里
附
近
'
前
者
の
東
北
約
三
粁
の
地
鮎

に
あ
る
北
里
附
近
で
は
基
石
の
顛
倒
せ
る
も
の
は
突
破

不
安
定
の
偉
龍
に
あ
っ
た
ビ
瓜
は
れ
る
も
の
に
限
-
p

そ
の
倒
れ
た
方
向
は
大
部
分
前
文
は
北
に
向
つ
て
ゐ
た

ど
の
事
で
且
つ
桂
時
計
も
殆
ざ
停
止
し
､
地
鴨
は
南
方

よ
り
面

え
た
ど
報
じ
て
ゐ
る
｡
-殊
に
7
粁
東
方
の
桑
鶴

で
は
寺
院
の
鏑
桜
の
下
の
土
間
に
敢
大
巾
二
寸
､
長
さ

三
間
の
亀
裂
を
捷
じ
､
同
地
の
醤
院
の
薬
瓶
の
噂
i,*
破

損
せ
る
も
の
が
利
常
多
か
っ
た
ど
報
じ
て
ゐ
る
｡
其
他

に
は
別
に
大
し
た
破
損
の
痕
は
見
ら
れ
な
い
が
'
概
し

て
震
動
は

和
急
激
な

水
平
動
を

戚
じ
た
ど
の
事
で
あ

る

0雪

同
相
蓬
衆
附
近
'
宮
原
よ
･｡
酉
北

へ
約
三
粁
の

杖
立
川
の

一
支
流
に
袷
ふ
小
部
落

で
あ
る
が
､
此
の
地

附
近
で
は
杜
時
計
は
殆
ざ
停
止
し
､
家
屋
の
壁
に
多
少

節
六
髄

四
二
六

三
〇

の
亀
裂
を
生
じ
た
以
外
に
は
被
藩
主

h,
ふ
べ
き
程
の
も

の
無
-
地
鴨
は
兼
方
よ
-
聞
え
震
動
は
上
下
､
水
平
共

に
戚
じ
ら
れ
睡
眠
中
の
も
の
も
凝
配
し
た
f̂J
の
報
骨
に

接
し
て
ゐ
る
0

以
上
は
既
に
遇

べ
た
服
に
震
央
地
/̂J
認
め
ら
る
べ
き

地
域
附
近
に
於
け
る
被
害
状
況
及
蔑
動
の
概
略
で
あ
る

が
p
此
等
の
結
果
ビ
地
震
後
約
三
過
聞
経
過
し
た
頃
数

日
間
現
地
を
踏
査
さ
れ
た
育
木
熊
本
測
俵
所
長
の
意
見

.,･J
を
椋
各
し
て
考

へ
る
に
.
麗
質
線
は
大
略
南
小
樽
村

赤
馬
場
附
鑑
か
ら
聯
道
に
略
並
行
し
て
北
流
す
る
志
賀

瀬
川
の
谷
に
略

1
致
す
る
南
北
向
の

7
線
で
､
此
の
北

方

へ
の
延
長
は
北
小
関
村
の
宮
原
に
達
し
､
南
方

へ
の

延
長
は
大
阿
蘇
外
愉
山
の
幅
射
谷
よ
-

一
爆
裂
火
口
だ

皿
惟
さ
れ
る
内
′牧
町

附
近
に
達
す

べ
き
で
あ
っ
て
･
･

潜
時

内
/牧
町

に
於
い
て
も
柱
時
計
の
停
止
し
た
も
の

が
可
な
り
多
か
つ
た
ど
報
じ
て
ゐ
る
｡
此
の
線
上
で
も

就
中
前
記
赤
馬
場
よ
も
南
方

へ
鹿
丙
､
馬
場
､
月
額
.

瀧
口
を
経
て
梅
木
堂
に
至
る
南
北
約
五
粁
位
の
問
が
最

も
震
動
が
烈
し
か
っ
た
ビ
想
像
さ
れ
る
｡
佃
は
こ
の
線



上
に
近
-
庸
方
遇
か
二
十
数
田
の
地
割
に
は
阿
蘇
五
番

が
撃
え
て
､
む
の
内
申
岳
の
活
動
は
昨
年
十
二
月
十
九

日
よ
-
猛
烈
に
起

ril
t
噴
煙
'
鳴
動
等
を
件
つ
で
今
年

一
月

に
及
ん
で
ゐ
た
が
へ
該
地
震
敬
震
暫
時
に
は
恰
も

同
噴

火
状
況
調
査
中
の
附
中
舘
氏
に
依
る
ビ
噴
火
口
よ

ち
.貴
畑
が
晴
山
し
て
ゐ
た
ど
の
事
で
あ
る
か
ら
甚
し
い

礎
化
は
無
か
つ
た
様
で
あ
る
｡
要
す
る
に
所
謂
震
央
線

･JJ
L
で
前
記
甫
小
間
柑
赤
馬
場
よ
り
梅
本
柴
附
近
ま
で

を
想
像
す
る
事
は

放

り
湛
し
い
誤
謬
は

無
さ
そ
-
で

あ
る
○

次
に
此
の
限
定
に
基
い
で
震
源
の
捉
さ
を
求
め
て
見

る
｡
一九
寓
分
の

一
地
形
園
々
上
で
熊
本
測
撲
所
々
基
地

か
ら
前
記
赤
馬
場
ま
で
の
水
平
距
離
は
四
五

｡
五
粁
な

る
薪
が
知
ら
れ
.
次
に
同
測
候
所
に
於
け
る
地
震
計
記

鎌
か
ら
既
に
述

べ
た
池

-
震
源
距
離
は
四
八

二

.I五
粁

で
あ
る
か
ら
.
試
み
に
地
震
波
の
通
過
し
て
氷
化
各
種

岩
層
の
描
性
等
を

1.
々
考
慮
し
な
い
で
震
源
の
操
さ
を

問
罪
に
計
算
し
て
見
る
と
十
六
粁
内
外
竺
試
ふ
葡
外
に

も
浅
い
結
基
が
得
ら
れ
る
?
此
は
本
地
震
が
火
山
破
裂

熊
本
隙
阿
非
地
方
地
鮭
に
就

い
て

に
揮
ふ
純
然
た
る
火
山
性
地
震
だ
認
め
ら
れ
ぬ
限

り
従

衆
多
-
の

地
震
撃
者
に
依
っ
て
r
求
め
ら
れ
た

様

望
二

十
粁
乃
至
四
十
肝
の
如
き

操
皮
だ

比
較
し
て
甚
だ
浅

-
.
殊
に
小
川
先
生
に
依
っ
て
提
唱
さ
れ
た
浅
発
地
震

(
P
iu
ton
ic
E
a
rth
qu
ak
e)
に
掻
着
す
る
か
の
観
を
量
す

る
わ
け
で
あ
る
が
､
本
堤
源
地
附
妃
に
於
い
て
は
岩
壁

鳳
が
可
成
洩
い
も
の
･,-..の
推
定
は
附
近
の
地
質
撃
的
見

地
か
ら
許
さ
れ
る
串
柿
)J
あ
る
か
ら
P
操
敬
地
震
ビ
火

山
地
定
.fJ
の
中
間
もこ
在
っ
て
耐
潜
の
互
に
蓬
移
し
視
る

･JJ
い
ふ
先
生
の
意
見
史
盛
事
し
て
ゐ
る
戒
に
見
え
る
の

は
甫
甘
い
｡
而
し
て
本
地
濃
並
に
此
が
飴
麓
ビ
し
て
和

ほ
れ
た
其
後
の
多
-
の
地
震
が
甚
だ
局
部
的
で
現
地
の

人
々
に
は
可
成
-
に
弧
-
戚
じ
ら

打た
飴
麓
も
殆
(."
四

五
粁
飴
を
振
る
熊
本
測
候
所
の
地
震
計
に
は
飴
-
減
じ

な
か
っ
た
里
方
ふ
事
賓
も
此
等
震
源
の
深
さ
が
鴻
か
っ

花
里
試
ふ
こ
ビ
史
盛
事
す
る
も
の
で
は
あ
る
よ
い
か
O

又
既
に
述

べ
た
棟
に
熊
本
'
大
分
及
雨
間
の
三
測
候

所
の
開
銀
か
ら
各
霞
糠
距
離
を
求
め
'
其
等
の
各
地
を

中
心
だ
し
て
捕
い
些

二
回
の
作
る
変
乱
を
頂
鮎
だ
す
る

空

也

三
】



地

紋

第
十

壷

三
角
形
の
麓
心
を
震
央
だ
し
て
震
垢
の
洗
さ
を
測
定
し

て
見
る
ビ
凡
旦

二
〇
粁
飴
だ
成
る
も
此
場
(
=
は
頼
る
恩

典
ド
品
仙
む

べ
き
大
介
掘
=
田
郡
上
津
江
村
附
近
の
震
動

が
前
記
宙
小
間
朴
附
近
の
各
地
の
に
此
し
て
甚
だ
倣
窮

で
あ
っ
た
革
質
か
ら
見
れ
ば
此
盛
を
濃
央
ビ
説

砂で
麓

源
の
泥
庇
を
求
め
る
都
は
或
は
妥
歯
で
無
い
か
も
知
れ

(.1b
O

節
大
助

望

八

三
二

以
上
は
甚
だ
簡
単
で
且
雑
駁
で
は
あ
る
が
該
地
震
が

世
間
に
俺
は
つ
た
様
な
激
震
で
無
-
て
調
査
の
材
料
を

得
る
に
も
頗
る
困
難
で
あ
る
が
､
其
性
質
及
震
源
の
深

さ
が
比
較
的
浅
い
事
は
多
少
注
目
の
慨
値
が
め
る
事
だ

E
=S
ふ
｡
率
ひ
に
近
-
阿
蘇
火
川
研
究
所
の
完
成
を
期
し

て
是
等
の
方
面
の
研
究
も

一
層
進
め
ら
れ
る
覇
だ
期
待

し
て
此
の
稿
を
終
る
も
の
で
あ
る
｡

(紘
)

等

高

線

園

地

園

を

利

用

せ

る

地

形

讃

固

本

間

不

二

男

個
濃
中
部
の
地
質
園
を
作
る

1
過
轟
に
於
い
て
同
地

方
の
地
形
図
が
作
製
さ
れ
た
｡
其
の
園
の
中
か
ら
等
高

線
だ
け
の
銅
版
を
印
刷
し
て
見
た
朗
.
種
々
な
原
因
に

ょ

って
生
じ
た
地
形
が
明
瞭
に
現
れ
て
凍
死
の
で
地
形

の
賓
例
と
し
て
鉱
に
其
の
中
の
数
個
を
掲
げ
や

う
ど
瓜

ふ
｡
こ
れ
等
は
地
球
上
に
存
在
す
る
地
形
上
の

賓
例
で

ぁ
る
か
ら

一
々
地
鮎
を
討
さ
な
-
ど
も
'
嘱
此
の
如
き

･･j

も
の
が
盆
地
､
此
の
如
き
も
の
が
断
厨

煙
だ
い
ふ
凪
に

簡
者
が
珊
脅
さ
れ
れ
ば
よ
い
ビ
忍
ふ
｡
聾
者
は
地
形
撃

を
修
め
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
之
を
詳
細
に
地
形
撃
的

に
説
明
す
る
こ
ど
に
閤
難
を
戚
や
る
の
で
あ
る
が
p
大

鯉
白
か
ら
地
質
調
査
を
試
た
地
域
で
あ
る
か
ら
結
論
に

誤
-
は
な
い
ざ
皿
ふ
｡

我
観
に
は
陸
地
測
真
部
敏
行
五
薗
分

7L
地
図
が
あ
る


